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Magazine

1994年盛岡市渋民出身、会社員／作家。「享年26の啄
木と張り合える歳までに出したくて」自身初となる歌集
『水中で口笛』を、啄木忌に合わせた今年４月に刊行予定。

銀河に暮らす夢中人

くどう れいん さん

name

 満を持しての登場だ。『銀河鉄道通勤ＯＬ』のタイトル

で雑誌ＰＯＰＥＹＥに連載一年。本誌前号からいよい

よ“続”と称する連載がスタートした、くどうれいん

さん。「ようやくお役を仰せつかったぞと。雑誌連載

のタイトルはいわて銀河鉄道あってのものでした

から。連載読者の方々もこのコラボを喜んでくれて、

県外からも銀河ファンクラブに入ったよとか新連載

を読んだよと反響をいただいています」。

実家のある渋民から、高校時代は厨川へ、社会人に

なってからは盛岡へとＩＧＲを利用しているれいん

さん。車窓から眺める景色の印象は変わりまし

たか？「それが全然変わらなくて。大人になると

劇的な変化が起きると思っていたのに、高校時代

からここまでずっと地続きな感じですね」。

「高校時代、ＩＧＲ車内だけで集まるメンバーがいたん

です。いわて沼宮内、好摩、渋民、滝沢と沿線から通

学のためにぽつぽつ乗り込んで、多い時は10人くら

いになってました。クラスも部活も違うけど、県北

出身の連帯感があった（笑）。朝は小テストの勉強と

かしなきゃいけないのに、あいつとあいつが付き合っ

てるらしいよとかおしゃべりしてると厨川駅まで

あっという間。そんな３年間でした。卒業が近づい

た頃、もう回数券でいいやって定期券を買わなく

なって、大学決まったらしいよなんて話が聞こえ

てきて、乗る顔ぶれがだんだん減って……。こう

していられるのもあと何週間か、なんて思ったと

きは切なかったですね」。

母校の制服を着た後輩たちが同じ車両に乗り込ん

でくると、10代の自分と乗り合わせている気持ち

になるという。「私、高校時代がいちばんものを

書いてたんです。あのエネルギーを借りられる

感覚になる。自分の書くものに厳しかった当時

の私になんて言われるかな……と思いながら

ものを書いているので」。

ＩＧＲの乗車時間は原稿の構想を考えたり、短歌や

俳句創作もはかどるのだとか。お気に入りの車

窓風景を訪ねると「桑の木が窓に迫る青山駅」「着

きそうで着かない盛岡駅」。さらに「巣子厨川間の

岩手山」は晴れた夜に「くっきり黒い」。れいんさん

らしい描写の眺め、ぜひ出会ってみたい。
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上：渋民駅ホームにてＩＧＲイメージキャラク
ターのぎんがくんとパシャリ。以前は同郷の歌
人・啄木を何かと引き合いに出されることに
戸惑っていたが「聖地と呼ばれる地でも、自分
にとっては単なる地元。啄木のふるさとが私
のふるさとというだけの縁なんですが、特に短
歌をつくるときにその存在は切り離せない。今
はありがたいなぁと感じています」。左下：れ
いんさん的ベスト・オブ・啄木はこの一首。
右下：渋民駅の跨線橋内には啄木の歌がいく
つも飾られている。中下：いつか一日車掌に！
と車掌帽をかぶって。とてもよくお似合いです。
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